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[1] {fn(x)}nを R上の局所可積分関数の列とする．すべての compact集合 K ⊂ Rにつ
いて，

lim
n→∞

∫
K

|fn(x)| dx = 0

とする．この時，すべての自然数 kについて，n → ∞の時 dk

dxk
fn → 0であることを示せ．

ただし，
dk

dxk
fnは超関数としての k階微分である．

[2] log |x|は，D′(R)の元とみなせることを示し，その超関数としての微分を求めよ．

[3] lim
n→∞ einxp.v.

1
x
を求めよ．(超関数としての極限のことである．)


